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田中勇彦
1985年～ トヨタ自動車株式会社 （電子技術分野、自動運転分野）
・シャシー系車載コンピュータの設計・評価
・車両内多重通信ネットワークシステムとデバイスの先行開発
・衛星写真画像解析による3次元地図作成システムの研究開発
・顔画像解析によるドライバー状態検出システムの研究と製品化開発
・画像/ミリ波/ライダーによる周辺環境認識技術の研究開発
・走行環境と自車情報のデータベースシステムの研究
・自動車工業会などの社外活動（自動運転/交通事故分析）

2022年～ 国立大学法人 東京農工大学 客員教授
一般社団法人 ドライブレコーダー協議会 会長補佐
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1. スマートモビリティ研究拠点（Smart Mobility Research Center ：SMRC)

外部資金
受託研究

共同研究

高齢者自律運転知能システム

（JST S-イノベ 2010-2019）

ヒヤリハットデータ研究会

自動走行安全性評価
（経済産業省 2016～）

国内・海外の民間企業

研究会
セミナー

大型プロジェクトの推進

産学連携の推進

スマートモビリティ
研究拠点

テクノイノベーションパーク
（文科省）

大学・公的研究機関

産官学コンソーシアム

学学連携

国際連携

予防安全に関する産官学の
研究コンソーシアムを

強力に推進する国際的研究拠点

Smart Mobility Research Center

車両制御

シミュレーション技術

データベース

交通事故ゼロ化

自動走行・運転知能

電動化

重点領域分野

鉄道総合技術
研究所

宇宙航空研究
開発機構

交通安全環境
研究所

秋田県立大学

茨城大学

東京理科大学

シャルマー工科大学

ブラウンシュヴァイク工
科大学

清華大学

日本大学

移動イノベ―ション拠点
（JST-COI 2013-2021）

交通分野の連携大学院

名古屋大学

東京大学

九州工大

研究機関との連携

産業界との連携

国の事業
SAKURA

ドライブレコーダデータセンター
DRC

チュラロンコーン大学

SMRC
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①世界でも類を見ない研究開発用走行映像データベース

※JDRC：一般社団法人 ドライブレコーダー協議会

教授 ポンサトーン
ラクシンチャラーンサク

教授 SMRC所長
毛利 宏

名誉教授 JDRC会長
永井 正夫

2. ヒヤリハットデータベース概要

2005年から収集開始 ⇒ 現在２０万件を超えるヒヤリハット事例を蓄積
（タクシー装着） （走行映像データ・物理データ・タグ情報等）

・予防安全・自動運転システムの研究開発設計と実験評価
・交通事故分析、道路交通環境・インフラの評価改善
・運転診断・ドライバー特性把握、安全教育、運行管理 等

活用方法
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②データ採取方法と記録内容

0.45G
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③データベース構築プロセス

DRC
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④データベース登録数

ヒヤリハットデータベース沿革・データ蓄積のあゆみ

0
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200,000
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2カメラデータ
（前方＆車内カメラ）

1カメラデータ
（前方カメラ）

（ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
デ
ー
タ
件
数
）

14万件

6万件

20万件

2005年
~2021年
累積データ数

国土交通省
自動車技術会

ドラレコ更新
解像度up

2カメラ化
推進

通信型
導入

DensoTen

運営

ドラレコ

収集地域 東京
静岡

東京農工大学

HORIBA
1カメラ型（2機種）

2カメラ型（3機種）
HORIBA 2カメラ型（1機種）

福岡
札幌

秋田

約 80,000件

約 45,000件

約 15,000件

約 40,000件

約 20,000件

事故 約 1,000件

約 30,000件

約 110,000件

約 60,000件
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①データ例１

映像：
東京農工大学ヒヤリハットデータベース

3. ヒヤリハットデータ例
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②データ例２

映像：
東京農工大学ヒヤリハットデータベース
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名称 目的 内容

経産省 潜在的危険領域のパラメー
タ定義に関する研究

潜在的危険領域における通常回避・緊急回避可能・回避不可能について領域境
界を明確に定義し、危険度指標を使ったシナリオを明示する。

大学 ブレーキ操作による衝突リス
ク感評価方法の研究

追突シーンにおけるドライバーのブレーキ操作行動の分析結果と、客観的な人感
覚のリスク評価を比較し、運転行動評価の妥当性を検証する。

自動車
工業会

アクセルペダル強踏による
事故発生原因の解析

「ヒヤリハットデータベース」にみられるペダル踏み間違い事故の事例、もしくはこ
れに類似する事例についての要因解析と予防策の提案。

東京農
工大学

ヒヤリハットデータベースに
よる追突ヒヤリの分析

低速・高速におけるヒヤリハットデータをの特徴や因果関係を、交通環境を構成す
る要素すべての方向からのアプローチで分析し、事故に至る状況を明確化。

自動車
研究所

自動運転システムの安全性
評価手法に関する時系列
データの分析

実交通環境データにより体系化された交通外乱シナリオからテストシナリオを作成
し、シミュレータを用いた人の運転行動との比較による自動運転システムのクライ
テリアを設定するプロセスの提案。

交通
研究所

ドラレコデータにおける車両
と歩行者のニアミス状況の
特徴把握

車両と歩行者にニアミス事象の状況としてTTCの調査結果を踏まえ、ニアミスと事
故の危険認知速度を比較し、ニアミス状況は事故状況を把握するための基礎デー
タとして活用可能であることを確認。

➀国のプロジェクトや大学・公的研究機関などに研究用データを提供（一部抜粋）

4. ヒヤリハットデータベース活用研究事例 （データ活用数 ： 約50件/年）
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名称 目的 内容

N研究所 ヒヤリハットデータの高精度
クラス分類モデルの構築

安全，ヒヤリハット，事故の3クラス分類タスクと，安全，車，自転車，歩行者の4 ク
ラス分類タスクを実施し、モデルの確からしさを評価

P社 運転時のドライバ特性予測
モデルの原理検証

ドライバー行動予測モデルに映像データを入力し、予測・誤差映像を出力。出力さ
れた画像やデータを分析し予測特性モデルの確からしさを検証する。

M社 運転操作、事故状況の解析
技術開発検討

事故やヒヤリ・ハット映像から、事象発生に関係する車両挙動や運転パターンを分
析し、事故発生リスクの検出や事故原因の解析を行う。

F研究所 映像解析による運転危険度
判定モデルの検討

ヒヤリハット映像を基に深層学習とデータ分析技術を使った、運転危険度判定モデ
ル構築とモデルの精度評価方法について研究を行う。

W社 シミュレーションを使い制御
ソフトウエア開発を促進

自動運転シミュレーションに必要な交通環境モデル情報（周辺環境、ドライバー状
態）を、実交通環境ヒヤリハット映像とセンサー情報を解析して作成する。

➁民間企業に研究開発用データを提供（一部抜粋）
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③共同研究事例

映像認識解析

空間座標抽出

アノテーション

時系列的状態遷移

農工大ヒヤリハット

高齢者データ

研究機関走行映像

その他 走行映像

走行環境
車両状態
運転行動

シナリオ

シミュレーション

各種パラメータ

システム性能比較
走行環境再現
人間特性調査
統計的解析

DBフィードバック

具体的走行場面(Concrete Scenario)の生成手法に関する研究

General road
Intersection
Single Road

Own/Oncoming 
Go straight
Turn right
Turn left

Pedestrian
Bicycle
Other vehicles
Roadside structure

HARA:
Hazard Analisis and Risk Assessment パラメータ

クラウドデータベース

シミュレーション
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④東京農工大学研究事例：映像認識解析による相対距離の計測技術

・ヒヤリハットレベルの定量化
・自動運転安全性評価指標の計算 など

映像：
東京農工大学 毛利研究室
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5. ヒヤリハットデータ情報提供事例 （2022年4月～6月の抜粋） ： 年間100件程度の素材提供実績あり
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6. ドライブレコーダデータセンター(DRC)の将来構想（案） （付加価値向上）

事業項目 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2035 2040

データ収集

アノテーション

自動化ツール

データアクセス

データ解析

データベース再構築
（検索）

RDBMS NewSQL

前方時系列解析

リアルタイム要因分析

半自動タグ付け

距離計測・識別（移動体）
距離計測・識別（静止立体物）

距離計測・識別（ペイント）
３D仮想現実XR対応

全自動タグ付け

SD回収

４G通信

車内時系列解析

ドライバー状態

3次元加速度フィルター

手動タグ付け

自動映像前処理

即時性クラウド活用
HDD

National Database

マネタイズ（データフリー）

リポジトリ共有（オープンソース）

５G-E通信５G通信

NoSQL（オントロジ概念）

７G通信HAPS（高高度擬似衛星） 衛星通信

センサフュージョン

条件フィルター

高速通信

事故判定

準天頂通信

NoSQL NEXT

障害予測

WiFi/BlueTooth

超高耐久SD

THｚ通信
６G通信

車載センサー連携

圧縮/暗号化

大容量

エッジコンピューティング（アノテーション・要因解析）

OSフリー

ブラウザアクセス

SSD

メタバース対応

シミュレーション対応
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ご清聴ありがとうございました

・お問い合わせ先

大北 由紀子
東京農工大学スマートモビリティ研究拠点
ドライブレコーダデータセンター産学官連携研究員
〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-16

E-mail: ookita@cc.tuat.ac.jp
Tel:    042-388-7176

http://web.tuat.ac.jp/~smrc/drcenter.html

http://web.tuat.ac.jp/~smrc/drcenter.html

